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●相模原市高齢協の活動指針
本会は、高齢者福祉施設が使命とする高齢者の支援等を基本に、地域福祉の推進とサービスの質的
向上を図るため、会員施設及び事業所相互の連携と共通課題について研究協議を行い、相模原市内
に所在する施設及び事業所の健全な発展と高齢者福祉の推進に寄与することを目的としています。
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●会長新任のごあいさつ

ピンチをチャンスに

２０２０東京オリンピックが開催される記念の年に
なるはずだった今年、日本をはじめ全世界を巻き込ん
で新型コロナウイルス感染症が猛威を振るい、非常事
態になっています。私たち高齢者事業も例外ではあり
ません。
様々な情報が交錯していますが、惑わされないよう

冷静に見極めたいと思います。
それでなくても近年は、介護報酬の切り下げや、人

材確保難など複数の要因で、介護事業の困難さはます
ます増していました。ダブルパンチとも言えるような
非常事態に立ち向かうためにも、力を合わせてピンチ
をチャンスに変えるぐらいのプラス思考でいきたいと
思います。

相模原市高齢者福祉施設協議会の良さは身近であるところの顔の見える関係を構
築しやすいことがあります。
施設長等、組織の長は日ごろから様々な決断を求められる場面があると思います

が、今回のような非常事態ではますますストレスも溜まりやすいはずです。同じ立
場の者同士、分かり合えることもあり、心が折れないようにしたいものです。
今年は多くの事業が中止になって時間ができて、いろいろと考えることが多かっ

たのですが、福祉事業について振り返ってみました。
社会福祉法人の定款に「利用者が個人の尊厳を保持しつつ、自立した生活を地域に
おいて営むことができるよう」と謳われています。福祉の精神は、利用者を中心に
置いて考えることが求められていると思います。そして、福祉事業の利用者は、生
活に何らかの支援が必要な場合が多いのです。しかし、福祉事業は、事業経営でも
あります。経営の知識や技術、それを担う人材が無くては実現できません。
福祉の心と経営能力のバランスをとることで、温かい福祉事業が持続的に提供さ

れることを目指したいと思います。

一般社団法人
相模原市高齢者福祉施設協議会

会長 阿部匡秀
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●２０２０年度 定時総会 開催

２０２０年度第１回定期総会は、折からの新型コロナウィルス感染の拡大を受けて書面
にての開催となりました。会員１３７事業所中、１３４事業所の過半数もって全議案が可
決されました。

主な議事内容は以下の通りです。

●２０２０～２０２１年度 理事・監事人事（案）
●２０２０年度組織体制（案）
●２０２０年度事業計画（案）／２０２０年度収支予算（案）
●２０１９年度事業報告（案）／２０１９年度決算（案）
●２０１９年度会計監査報告
●その他、会務報告
「３.１１災害情報伝達訓練実施報告」「介護の日大会」「職員親睦会」
「研修計画」「賛助会員懇親会」「介護ウィーク」
「介護助手事業２０１９年度事業報告／２０２０年度協力事業所募集」

●相模原市高齢協 ２０１９年度事業報告

昨年、首都圏に所在する特別養護老人ホームの決算結果を基に算出された比較データに
よると、相模原市内の特養の平均経常増減差額率は東京都に次いで低い比率となりました。
また、市内の在宅サービスの経営状況も年々悪化している状況です。

このような状況に陥った根本的な原因は、地域に見合った施設規模の設定と事業所立地
のアンバランスにあると言えるでしょう。さらに民間参入を制限することなく開放し続け
た結果として、より一層バランスが崩れてしまったというのが相模原の高齢者福祉の現状
と言えるかもしれません。

相模原市高齢協はこのような状況を打破するために、既存事業の他事業への転換や級地
区分の改善、総量規制など法人の経営に即効性のある見直しを行政に求めてまいりました。
現在、それらの要望は受け入れられるか否か前向きな検討課題として取り上げられており
ますが、今後も継続して訴え続けて行きたいと考えています。

会員の皆様には一年間のご協力に対し心より御礼申し上げるとともに、次年度の活動に
あたり、市内の社会福祉法人が抱える課題へのご理解を賜り、ご支援ご協力いただけます
ようよろしくお願い申し上げます。

以下に２０１９年度に実施した主な事業をご報告いたします。

●介護人材・教育研修
介護職員初任者研修の実施
介護助手導入促進事業 (神奈川県からの受託、対象事業所10施設(助手29名))
「介護のおしごと説明会」開催 (一般市民参加61名)

●ＰＲ活動
広報紙の定期的な発行と内容の充実
「介護の日大会」開催
「若葉まつり」への出展 (写真展他の映像、うちわ、リーフレットの配布等）

●県内施設の経営実態把握
介護事業者経営実態調査の実施
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●相模原市高齢協 ２０２０年度事業計画

活動方針
本会は、相模原市において社会福祉法人が経営する高齢者施設の集合組織です。社

会福祉法人ならではの特徴を生かした運営を行い、信頼性の高いサービスを提供して
いく事を目指しています。
しかし、現状は人材不足をはじめ様々な不安要因が経営を圧迫しています。これら

の問題に立ち向かうためには、法人自らの努力をはじめ他の法人との連携、そして行
政との連携が必要ではないでしょうか。
喫緊の課題として新型コロナウイルスに対しての対応が求められていますので、関

係機関と連携し取り組んでまいります。また、様々な課題についても協働して解決を
図り社会福祉法人の使命でもある地域貢献を活発に展開して、地域福祉の向上に邁進
してまいります。
概ねの骨子は以下の通りです。

(1) 介護福祉人材の確保と養成
介護職未経験者を対象とした人材を発掘し、養成する。

(2) 経営者部会の充実化
高齢者福祉施設を法人経営の課題を討議し、その解決に取り組む。

(3) 施設運営の財務的課題の検討
会員法人財務状況の改善に向けての調査、取組みや行政等へ働きかける。

(4) 社会福祉法人地域貢献活動の推進
「介護ウィーク」など、社会福祉法人が地域に貢献する活動を進める。

(5) 社会福祉法人のイメージ改善に向けたＰＲ活動の推進
社会福祉法人の存在意義を高め、利用者の安心と信頼の確保に繋げる。

(6) 地域の防災拠点としての位置づけの明確化
施設が災害時に福祉避難所の役割を担えるよう防災拠点としての準備を整える。

(7) 介護業務効率化
過去に行ったアンケート調査等を追加検証し、会員に資するよう図る。

(8) 老施協関東ブロックへの参画
昨年加入した老施協関東ブロックへのさらなる参画に取り組む。

２０２０年度 組織図
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●２０２０～２０２１年度 新理事・監事の顔ぶれ

役 職 名 氏 名 所 属 施 設 名
会長 阿部 匡秀 東林間シニアクラブ
副会長（イベント・ＰＲ担当） 小磯 敬子 古淵デイサービスセンター
副会長（総務・財務） 小林 立 千代田デイサービスセンター
副会長（研修） 大塚 小百合 ケアプラザさがみはら
研修担当理事 常盤 拓司 相陽台ホーム
研修担当理事 松坂 健志 みたけ
研修担当理事 鎌田 慎司 コスモスセンター
イベント・ＰＲ担当理事 山口 忠夫 東橋本ひまわりホーム
イベント・ＰＲ担当理事 竹内 史郎 マナーハウス横山台
イベント・ＰＲ担当理事 金澤 敬祐 相模原敬寿園
総務・財務担当理事 萩原 正晃 はなさか
総務・財務担当理事 坂本 陽子 グループホーム芙蓉の園
監事 井草 利一 相模湖みどりの丘
監事 及川 悦子 柴胡苑

※災害対策部会担当 田村政喜（ななかまど）

部 会 名 運営担当理事 部 会 長 （所 属 施 設 名）

特養部会 及川 悦子 小檜山 仁（銀の館）

デイ部会 萩原 正晃 小磯 敬子（古淵デイサービスセンター）

養護／ケアハウス部会 松坂 健志 岩崎 泉（はあとぴあ）

グループホーム部会 坂本 陽子 甲斐 文子（グループホーム幸園）

居宅部会 常盤 拓司 宮城 千佳子（ｼﾙﾊﾞｰﾀｳﾝ大野台ｹｱｾﾝﾀｰ）

◆部会（担当）（敬称略）

◆理事・監事役職（担当）（敬称略）

●賛助会員

愛知金物建材 株式会社 株式会社 コンティ
株式会社 ウェブトラスト 守屋綜合法律事務所
株式会社 タマパーク 千寿産業 株式会社
Office CPSR（臨床心理士・ 株式会社 三ノ輪建設

社会保険労務士事務所） 株式会社 ケイ・アース
シープラス 株式会社 株式会社 ディフェンス
株式会社 中島建設 アライブかながわ
住宅型有料老人ホーム 勢水 住宅型有料老人ホーム 田名新宿住宅
住宅型有料老人ホーム あんず 日興テクノス 株式会社
株式会社 永田屋 株式会社 きらぼし銀行 相模原法人営業部
日本ゼネラルフード 株式会社 株式会社 ナリコマエンタープライズ
株式会社 IDO 相模原商事 株式会社
株式会社 太陽住建 ケアミックス 株式会社
株式会社 リンク・アップ 株式会社タウンニュース社
株式会社 シマソービ 神奈川ロイヤル 株式会社
公益財団法人相模原市勤労者 株式会社京和

福祉サービスセンター リンデンB・I 町田・相模原
株式会社 伊藤典範 株式会社 板橋

敬称略／加入順

●編集後記
広報紙第２２号をお届けします。今後もより一層、内容を充実させてゆく所存です。
施設や職員の紹介、イベント案内など、どんなものでも結構です。ご意見、情報などご遠慮なくお寄せください。
連絡先は、相模原市高齢協事務局（広報誌担当）まで
〒252-0236 相模原市中央区富士見6-1-20（あじさい会館内）
TEL：042-707-1136 FAX：042-707-1217 E-mail：Sagamihara-koureikyo@peace.ocn.ne.jp
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